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2022年度 山梨英和大学後援会決算書

2023年度 山梨英和大学後援会会計予算書

（単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

前年度繰越金
前期末未収入金額

前 期 会 費 ＠10,000×600名
＠10,000×587名後 期 会 費

＠10,000×556名
＠10,000×541名
(2023年5月1日現在普通預金金利0.001％）

雑 収 入
合 計

科　　目 本年度予算額 前年度予算額

本年度予算額 前年度予算額

差　　異 摘　　要

　支出の部 （単位：円）

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

会報印刷代

設備補助積立金会計へ繰入
 (前期会費納付者数@2,000×600名)

卒業記念品 (167個）

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×587名）

就職活動諸費協力金

かけはし学生イラスト謝礼（3名）

紅楓祭補助（@1,000×678名）
学食運営費補助、売店（ｺﾝﾋﾞﾆ）運営費補助

紅楓祭（63.8万:@1,000×638名）、
学食運営費補助（50万）
売店（ｺﾝﾋﾞﾆ）運営費補助(50万）、他

大学広報活動補助
弔慰金（学生保護者1名）
仏花（旧山梨英和短期大学後援会長）

会報かけはし郵送代他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨
学金）については、原資が充足さ
れているため当面支援を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費
通 信 費
印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費
厚生就職費
広報補助費
福 利 費
卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

２０２２年度 山梨英和大学設備補助積立金会計決算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 予　　算

予　　算

決　　算 差　　異  摘　　要
前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入） 本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×600名)
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息  
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 決　　算 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）
定期預金設定日：2009年5月21日
定期預金額：8,000,000円
期間等：1年、満期自動継続   

次年度繰越金
合 計

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日

2018年5月21日 2019年5月21日

(預金期間年利率0.2%）

(預金期間年利率0.06%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.002%）

(預金期間年利率0.002%）

(預金期間年利率0.002%）

2023年5月21日（満期日）(※)

※ 預金期間年利率0.002%

※ 預金期間年利率0.002%

2022年5月21日（満期日）（※）

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 決　算予　算 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2023年度 山梨英和大学設備補助積立金会計予算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入）   
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金

次年度繰越金
合 計

収入の部

（単位：円）

前年度繰越金
前期末未収入金額
前 期 会 費
後 期 会 費
雑 収 入
合 計

　支出の部 （単位：円）

科　　目 差　　異 摘　　要

ハガキ用紙、角２封筒代（2,000枚）他

後援会会報印刷代(25万）、資料印刷代他

設備補助積立金会計へ繰入
(前期会費納付者数@2,000×556名)

就職活動諸費協力金
（就職指導・企業訪問・就職強化費）

卒業記念品@2,600（税別）×175個
(前期卒業含む）

大学広報活動補助
会員・学生慶弔費

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×541名）
かけはし学生執筆謝礼他

通知郵送代＠84*556名/返信＠64*556名）
＊2回（総会・保護者懇談会）後援会会報郵送代(＠140*556名)他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費
広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

収入の部

3,927,151
0

5,970,000
5,820,000

23
15,717,174

4,812,428 
0 

5,560,000 
5,410,000 

40 
15,782,468 

3,927,151 
0 

5,970,000 
5,820,000 

23 
15,717,174 

885,277
0

△ 410,000
△ 410,000

17
65,294

14,921,618 
1,194,000 

0 
125 

16,115,743 

0 

0 

16,115,743 
16,115,743 

0

0

16,121,744 
16,121,744 

0

0

△ 6,001
△ 6,001

16,115,743 
8,029,087 
24,144,830 

16,121,744 
8,029,087 
24,150,831 

△ 6,001
0

△ 6,001

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 

8,027,453 8,028,133 680 28,133 
2017年5月21日 2018年5月21日 8,026,773 8,027,453 680 27,453

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日
2017年5月21日 2018年5月21日

2019年5月21日 2020年5月21日

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 
8,027,453 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 
680 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 
27,453 

14,921,618 
1,200,000 

0 
126 

16,121,744 

10,000 
30,000 
100,000 

200,000 
300,000 

0 

1,194,000 

1,582,000 
1,400,000 
1,400,000 
70,000 
484,000 

4,656,000 

10,000 
300,000 
3,981,174 
15,717,174 

0 
0 
0 

79,108 
209,440 

0 

1,200,000 

1,547,324 

1,400,000 
1,400,000 
25,660 
421,223 

4,696,000 

6,000 
0 

4,812,428 
15,797,183 

10,000
30,000
100,000

120,892
90,560

0

△ 6,000

34,676

0
0

44,340
62,777

△ 40,000

4,000
300,000

△ 831,254
△ 80,009

10,000 
30,000 
100,000 

270,000 

300,000 

0 

1,112,000 

1,638,000 

1,200,000 
1,200,000 
70,000 

455,000 

4,328,000 

10,000 
100,000 
4,959,468 
15,782,468 

10,000 
30,000 
100,000 

200,000 

300,000 

0 

1,194,000 

1,582,000 

1,400,000 
1,400,000 
70,000 

484,000 

4,568,000 

10,000 
300,000 
3,981,174 
15,629,174 

0
0
0

70,000

0

0

△ 82,000

56,000

△ 200,000
△ 200,000

0

△ 29,000

△ 240,000

0
△ 200,000
978,294
153,294

3,927,151
0

6,000,000
5,870,000

32
15,797,183

0
0

△ 30,000
△ 50,000

△ 9
△ 80,009

0
△ 6,000

0
△ 1

△ 6,001

本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×556名)

(2023年5月1日現在普通預金金利0.001％）

学生会館（クラブハウス）内設置備品購入の
ための定期積立金（普通預金口座から振替）　　  
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続 

16,121,744 
1,112,000 

0 
136 

17,233,880 

0 

0 

17,233,880 
17,233,880 

0

0

16,115,743 
16,115,743 

0

0

1,118,137
1,118,137

14,921,618 
1,194,000 

0 
125 

16,115,743 

1,200,126
△ 82,000

0
11

1,118,137

8,028,133 8,028,815 682 28,815 
2018年5月21日 2019年5月21日

※ 預金期間年利率0.002%

8,027,453 8,028,133 680 28,133

201
202

9年5月21日 2020年5月21日 8,028,133 8,028,815 682 28,815 
0年5月21日 2021年5月21日 8,028,815 8,028,951 136 28,951

2021年5月21日 2022年5月21日 8,028,951 8,029,087 136 29,087
2022年5月21日 2023年5月21日 8,029,087 8,029,223 136 29,223

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 本年度予算額 前年度予算額 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2023年5月21日（満期日）見込額（※）
17,233,880 
8,029,223 
25,263,103 

16,115,743 
8,029,087 
24,144,830 

1,118,137
136

1,118,273
※ 預金期間年利率0.002%

0年5月21日 2021年5月21日 8,028,815 8,028,951 136 28,951 

2023年5月21日（満期日）見込額（※）

202
1年5月21日 2022年5月21日 8,028,951 8,029,087 136 29,087202
2年5月21日 2023年5月21日 8,029,087 8,029,223 136 29,223202

朴　憲郁
学長
後援会名誉会長

「ポストコロナの英和の使命」
　私は週末にはしばしば都心の自宅に戻ります。往来する時はJR特急列車か中央高速道を走る自
家用車を利用します。いくつものトンネルを潜り抜けながら眺める山梨県の山川の美しさに心が奪
われ、癒されます。昔カナダから来日した宣教師たちは、東京から甲府まで徒歩で訪れるのに笹子峠
を越えなければならず、大変苦労をされたことでありましょう。今開通している山梨県のトンネルで
比較的長いのは笹子トンネルで4700メートル近くあります。乗り物で通り抜ければ短時間ですけれ
ど、それでも薄暗いトンネルをくぐる時に一抹の不安を抱き、そこから通り抜けた時には爽快な気分
を味わいます。
　私たちは得体の知れないCOVID-19の世界的パンデミックに見舞われて３年間を過ごしてきまし
た。beforeコロナ、in/withコロナの暗いトンネルをくぐりぬけて、今ようやくafterコロナを経験しつ
つあります。三つの異次元の状況に身を挺してきましたが、ポストコロナの時代にどのような将来が
開かれるのでしょうか。とりわけ高等教育機関に携わる者にはどのような課題や希望が待ち受けて
いるのでしょうか。全体としては、今はやりの言葉を用いるならば、予測困難な（VUCA）時代に突入
していると言えましょう。
　課題としては厳しい局面に立たされています。それは予想以上の速さで少子高齢化が進んでいる
ことです。それには、物価高騰を伴う経済不況と子育て支援の手遅れが災いしています。８０万人と
いう数字が二重の仕方でそれを印象づけています。一つは昨年日本の子どもの出生数が統計開始
以来、初めて80万人を下回ったことであり、もう一つは、山梨県の人口が４３年ぶりに80万人を下回っ
たことです。これを受けてこの７月末に、山梨県知事・27市町村長などが中心に「人口減少危機対策
に係る共同宣言及びトップセミナー」が開催されました。これは、地方大学における大学志願者数の
激減をも引き起こしています。さらに、2年前のコロナ禍が猛威を振るった時には、皮肉にも受験生
たちが都市を避けて地方の大学に身を寄せた恩恵もあって、山梨英和大学の一学年入学者数が定
員数（155人）をはるかに上回っていましたが、inコロナ期には留学生の入国が中止され、with/after
コロナ期を迎えるとたちまち都市大学志向が強まったので、本学の昨年度と今年度は定員割してい
ます。私たちは危機意識をもって戦略的な対応策に動いています。
　しかしこうした危機が忍び寄っているにもかかわらず、神のご意志によって建てられた県下唯一の
宗教系私学として、教職員はキリスト教信仰に基づく独自の高等教育の使命に燃えて、将来の社会
を担う大学生たちの育成および経営の安定に努めています。これらのために、また昨年度から２年に
わたる開学20周年の諸事業の遂行のために、後援会の方々から物心両面のご支援を賜り、背後か
らお支えくださっていますことに、心から感謝申し上げる次第です。現在は、20周年記念誌の発行と
クラブハウス等の建設が残されています。
　改正私立学校法で大学・短大を運営する学校法人に中期計画の策定が義務付けられましたし、文
部科学大臣所轄の学校法人ではほとんどの法人が中長期計画の策定に着手しています。10年先を
見据えながら、この５年間でどのような取り組みを計画的に進めていくか、ということになります。山
梨英和学院は昨秋、理事会の決定によって今の時代に相応しいミッションを掲げました。それによっ
て時代の要請に応えるアイデンティティと使命を確認し合いました。そのもとで目下各部門におい
て、第２期（2024年４月～2033年３月）中長期経営計画の策定に努めています。Vision2034構想
を打ち立てるためのアンケート調査を実施し、その分析・集約を経て、今年度中にその策定を終える
予定です。教育コンサルタント一社の手助けを受けながら、大学においては昨年の春から何度とな
く会合を重ね、教職員の意見とアイデアを集約させてきました。本学の教育理念の中心にあるのは、
キリスト教的人格教育でありましょう。これが新時代の地域社会と家族の中でどれほどのインパク
トを与えるのかが、私たちの担う課題であります。

飯島 正敏
後援会長

ウィズコロナの時代を生き抜くために
　とりわけ今年の夏は猛暑だと言われていますが、毎年同じフレーズをニュースで見聞きしていると
感じるのは私だけでしょうか。猛暑が当たり前になりつつあるとはいえ、近年、日本各地で異常気象
による甚大な災害が発生しており、SF映画やパニック映画の光景を彷彿とさせます。先日、甲府市で
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古くて新しいキャンパスの風景 活気の戻った大学生活の中で

全員で“楽しい”の再構築を目指して

　今期、コロナ禍前のキャンパスってこうだったよなぁと感
慨深く思うことの連続でした。
　4月のオリエンテーションでは、人数制限が解かれた大教
室で大勢の学生と対面し、集密感に圧倒されました。ピア・
サポーターの学生たちが新入生から次々と寄せられる疑問
や不安に笑顔で答えたり一緒に学内を案内している姿を頼
もしく思いました。
　授業が始まってからは、毎週基礎ゼミナールのクラスを相
談室へ招いて、1年生や担当の先生たちと楽しく交流しまし
た。気軽な質問窓口として相談室をふと訪ねてくる学生もい
れば、カウンセリングでじっくり語る学生、隣室のいこいのス
ペースで一息ついたり自習したり友だちとお喋りしたりする
学生もいます。相談室はいつも学生で賑わっています。
　部屋の外に目を転じれば、エントランスホール、ゼミカ
フェ、食堂、中庭や回廊などの共有スペースにも多くの学生
が集っています。一人でソファに腰を下ろしてMacで作業した
り、友だちとベンチに並んで座って昼食を摂ったり、何人か
でテーブルを囲み長い時間授業課題に取り組んだりする姿
を頻繁に見かけます。学生たちの談笑する声、聖歌隊やハン
ドベル、吹奏楽部の音楽も聞こえてきます。

　これらはコロナ禍前であれば当たり前のキャンパスの風
景でした。しかし、3年を経て再体験すると、あらためてかけ
がえのないものに感じられます。一方、現在の学生たちに
とっては初めて体験する学生生活です。楽しさや喜びだけで
なく、戸惑いや窮屈さを感じる声が相談室に届いていること
も事実です。私たちは相談室で学生たちと出会うのと同時
に、一人の学生を通じて大学全体と向き合っています。充実
した学生生活を応援するために、以前に戻るのではなく、誰
もが居心地よいキャンパスを作り直していく必要性を感じ
ています。
　保護者のみなさま
も、学生に関して気が
かりなことがございま
したら、相談室へお話
にいらしてください。
ご一緒に考えましょう。

学生相談室連絡先
[直通 ]055-222-5640
[mail]gakusei-soudan@yamanashi-eiwa.ac.jp

主任カウンセラー　設樂  友崇

学生相談室

　今年度の4月から着任致しました根木
です。山梨はこれまで縁もゆかりもない土
地でしたが、雄大な山々は、かつて学生時
代を過ごした米国コロラド州のロッキー
マウンテンを思い起させ、山梨英和大学
の学舎は就労していたカリフォルニア州に
よくあるコロニアル調の建物を彷彿させ、
初めての土地にもかかわらずどこか懐かしさを感じています。
　私の専門は英語学・認知言語学で、主に空間・時間・身体部
位詞を中心に研究を行ってきました。我々の概念を支配してい
るものは何か、また言語を通じて人間とは何であるかを探求す
ることがテーマです。日常生活での知覚を通じての身体経験
が言語表現に映し出されるメカニズムを解明しようと取り組
んでいます。
　授業をとおしての学生に対する印象は、みな向学心がありな
んでも貪欲に吸収しようという実直な姿勢です。学期が始まる
前まで多少の不安はあったのですが、いざふたを開けると学生
の「やる気」がそのようなことも払拭してくれました。少しでも
英語（語学）を好きになってもらいグローバルに活躍できる人
材育成に貢献できればと思います。

専任講師　根木  英彦

新任教員紹介

　今年度4月に着任いたしました野村と
申します。宮城、神奈川で研究員として働
き、山梨で初めて教鞭をとらせていただく
ことになりました。山梨英和大学では「経
済学」や「経営学」などの講義を担当して
います。専門は環境経済学で、資源循環
や気候変動の影響や対策を経済学の観
点から分析しています。山梨は自然豊かで、これまでに見てき
た風景とは違う環境での生活を通じて魅力を発見しつつ自
身の研究にも活かしたいと考えています。
　この文章を書いている時点で、前期の講義が終わろうとし
ています。初年度の講義であり、改善点も多く残っています
が、山梨英和大学の学生の方々が真面目に講義の内容を理
解しようと努め、自身の実感とのギャップを質問として教員
に投げかけてくる姿勢には私自身も学ぶところが多いです。
　大学という場は研究と教育を通じて社会に貢献すること
が本来の役割であると考えています。学生の方々のより良い
将来や人材教育を通じて地域に少しでも力添えできれば、と
思っています。

助教　野村　魁

　学生会についてご紹介します。学生会は、企画・書記・広
報・会計の4つの部署からなり、学生の皆様から頂いた学生
会費を使用して、各サークルの予算管理、イベントの企画・
運営を行なっています。私は今年度の学生会で、全員が心地
よく楽しく活動できる環境を作りながら、学生生活を楽し
めるイベントを開催し、そして、サークル活動を支え、大学
の思い出に残せるような日々を作ること目指しています。前
期では学年の壁なく笑顔で活動することができ、楽しい時
間を過ごすことができました。
　学内には昼休みをはじめ非常に多くの生徒で賑わい、
やっと学生生活らしく戻ってきたなと感じています。マスク
なしで顔を見ながら会話をしたり、多くの人の顔を見ること
ができ活気で溢れています。昨年度に引き続き学生会長を
務め、昨年度の活動などで学んだことや改善点を活かしな
がら活動しています。昨年度はコロナ禍でできる範囲での
イベントを開催してきましたが、今年度は多くの部分でコロ
ナ前に戻ったことで活動の幅が広がっています。また今年
度は多くの学生がサークル活動に参加しており、学生会も
例年の比例にならないほど入部があり、さらに活動の幅が
広がりました。前期は、新たな形でのサークルブース・紹介な
どを含めたサークル勧誘活動や縁日を開催し、この他にも

代表者会議・顧問会議・学生総会の資料作成・開催をし、学
生会の重要性や、次年度へ活かせる課題などを発見するこ
とが出来ました。後期には、焼き芋イベント、クリスマス祝
会、フェアウェルパーティー、学園祭でのミニ縁日などを予
定しています。
　学生会メンバーを含め学生全員が楽しみながら過ごせる
環境や思い出に残る活動にできるよう学生会メンバー全員
で尽力したいと思っています。終わりに、私たち学生会がこ
のように活動できているのは、多くの方々のお力添えのお
かげです。今後とも学生会をよろしくお願いいたします。

学生会

学生会会長　大柴  彩久良

学実委員長　雨宮  由奈

紅楓祭実行委員会

　私たち紅楓祭実行委員会は、ビンゴ・新企画・芸能・広報・
縁日の５つの部署からなり、それぞれがメインステージ企画
の企画・運営からパンフレット制作等の見えないところまで、
幅広い活動をしています。現在は約50名で活動をしており、
今年度の紅楓祭に向けて着々と準備を進めています。
　今年度の紅楓祭はコロナ以前の制限のない状態で開催す
る予定です。新年度になって、ようやくオンライン授業も減
り、対面で授業を受けたりコミュニケーションをとったりする
ことができるようになりました。しかし今の代の学実メン
バーは、高校時代から新型コロナウイルスの影響を強く受
け、青春時代を思うように過ごせていないメンバーばかりだ
と思います。そんな私たちだからこそ、アフターコロナの時代
へと大きく１歩を踏み出せるような活気と笑顔溢れる学園祭
を作り上げることができるのではないかと考えています。
　私自身の体験にはなりますが、通常開催できていた最後の
年である2019年の紅楓祭に来た時は、多くの屋台出店やス
テージ企画、参加している学生の様子からも非常に活気を感
じることができました。１年生から実行委員として紅楓祭に
関わってきましたが、やはりまだあの頃の紅楓祭は戻ってき
ていないように感じます。

　全員が経験したことのない、想像することもできないよう
なことの連続だとは思いますが、全員で力を合わせ、またと
きには皆様のお力添えをいただくことで、一度ゼロになった
ところから先輩たちが紡いできてくれたものをさらに大きく
発展させ、これまでの暗い生活を吹き飛ばすようなものを作
り上げていくという思いを「軌紡（きぼう）」というテーマに込
めました。そのテーマのもと、学実メンバーをはじめとする紅
楓祭に関わる全員が笑顔溢れる楽しい経験ができるよう努
めていきます。
　最後になりますが、日頃よりお力添えいただいている多く
の方々に心より感謝申し上げます。今後とも紅楓祭実行委員
会をよろしくお願いいたします。
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　難民支援サークルGood Samaritans（以下、GS）は
2018 年に発足されました。発足の中心となった学生がオー
ストラリアへ留学中、難民キャンプで過ごさざるを得なかっ
た人と出会ったことがきっかけです。留学から戻ったその学
生は、日本で難民支援をしたいと考え、学生食堂に難民の故
郷の料理を取り入れ、売り上げの一部を難民支援に用いる「 
M4R（Meal for Refugees）」を実施しました。
　GSは、M4Rという食を通した難民支援を活動の軸とし、
山梨で難民支援の輪を広げていくため試行錯誤を繰り返
し、本事業に取り組んでいます。 2023年度も「地域サポー
ターと難民支援～多様性を受け入れる地域づくり～」という
プロジェクトが採択されました。聖書の「よいサマリア人」の
たとえ話から名付けたサークル名から表される通り、助けを
必要としている人たち、その人が目の前にいようと、見えな
い遠くにいようとも、見過ごさない社会を作るための力にな
るよう活動しています。

　附属図書館学生協働サークルLIKEは、司書課程を履修し
ている学生が中心となり、学内外で読書推進活動に取り組
み、 15 年目を迎えました。公共図書館や書店との連携活動
の経験から、人口当たりの公共図書館数が日本一である山
梨県で、より読書推進に力を入れたいという思いで、本事業
にエントリーしました。
　2022年度に引き続き、図書館・書店の利用（地域振興）と
読書のきっかけを提供することを目的に「らいくん文庫」とし
て、以下のイベントにてLIKEオリジナル読書グッズの販売や、
メンバーおすすめの本の選書サービスの提供を行います。
　ぜひ、みなさまもお越しください。

・8 月 20 日（日） 9:00～15:00
　　　ソライチ（甲府駅北口）へ出店
・9 月 17 日（日） 10:00～16:00
　　　こうふのまちの一箱古本市
　　　（甲府銀座通り商店街）へ出店

学生イニシアティブ事業

山梨英和大学メイプルカレッジ

大学コンソーシアムやまなし「学生イニシアティブ事業」は、大学生が中心となり地域課題についてグループで取り組む域学連
携事業です。書類審査を経て、採択された団体が活動費の補助を受け、１年間かけてそれぞれの課題に取り組みます。2023年
度は次の 2 団体が自由研究部門「地域振興・まちづくりプロジェクト」に採択されました。

文学、芸術、心理学、社会、地域、自然、健康などさまざまな分野で、最先端
をいく講師の先生方をお招きしています。コロナ禍に象徴されるように不
安が蓄積されていく時代に、世界から吹いてくる新鮮な空気に触れる機会
として、メイプルカレッジの各講座を、ぜひご活用ください。

> 問い合わせは、 eiwa.good.s@gmail.com まで > 問い合わせは、 like.eiwa.lib@gmail.com まで

マスコットキャラクター
らいくん

■ 難民支援サークル Good Samaritans ■ 学生協働サークル LIKE 「らいくん文庫」

開講講座のご紹介　（2023後期）       　 　　　　　　※詳しくは、メイプルカレッジプログラムをご覧ください。

1993年山梨英和短期大学英文学科着任。山梨英和大学教授を経て、2012年より東京未来
大学こども心理学部教授。専攻は英語学（史的研究）、主要テーマはイングランドの地名研究。

[地名から紐解くイングランドの言語・文学・文化・歴史・気候]
ヒースローから「入国」し、南西部、南東部、北西部の順でイングランドを巡る「旅程」です。新旧の地図や天気図なども提示しながら、
地名への関心をきっかけに、イングランド理解の幅を広げ、深める機会になればと思います。

山梨英和大学開学２０周年記念企画地名が誘うイギリスの旅

講師 宅間雅哉
締切10/27

日程 11/11(土) 13:00～14:30
受講料 1,000円

メイプルカレッジ
プログラム→山梨英和大学 メイプルカレッジ TEL 055-223-6034

モチベーションの
心理学

講師/

全3回
日 程

時 間
受講料

締切10/16

佐柳信男
本学教授

①10/30(月)
②11/13(月)
③11/27(月)
19:00～20:30
3,000円

（単回での受講も可能です）

講師/

全3回
日 程

時 間
受講料

締切9/15

井上征剛
本学教授、他

① 9/30(土)
②10/14(土)
③10/28(土)
11:00～12:30
3,000円

【オンライン講座】
世界文学紀行

講師/

全3回
日 程

時 間
受講料

締切12/4

森川もなみ
山梨県立
美術館学芸員

①12/18(月)
② 1/15(月)
③ 2/19(月)
13:00～14:30
3,000円

西洋絵画に親しむ
鑑賞の実践

受講料の割引について
無料・・・
２割引・・・

１割引・・・

本学院の園児・中高生
・大学生の保護者
短期大学・大学卒業生

本学院中高生・大学生

メイプルメイト
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学長・研究科長
朴　憲郁

副学長・教授
井上　征剛

教授（特任）
小林　一之

教授
小菅　健一

教授
山本　明歩

教授
李　尚珍

宗教主任・准教授
洪　伊杓

専任講師（特任）
高見　研一

専任講師
Danny W. Brown

専任講師（特任）
三井　さや花

専任講師
劉　楠

助教
野村　魁

専任講師
杉村　篤志

副学長・教授
高橋　寛子

教授
黒田　浩司

教授
小林　真理子

教授
佐柳　信男

専任講師
根木　英彦

副学長・教授
難波　道弘

准教授
長谷川　成明

准教授
稲積　泰宏

専任講師
大井　奈美

助教
河本　毬馨

准教授
新居　みちる

准教授
武部　正明

准教授
槻舘　尚武

専任講師
桑本　佳代子

助教
渡部　雪子

助教
佐藤　みのり

メディア・サイエンス領域

グローバル・
スタディーズ領域

サイコロジカル・
サービス領域

教員紹介
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日　時：2023年11月21日(火)17時～
場　所：山梨英和大学キャンパス内

山梨英和大学クリスマスツリー点火祭って何？
　キリスト教の暦からきたもので、クリスマスの４回前の日曜
日から始まるアドヴェント（キリストの誕生を待つ期間、待降節）
の訪れを知らせるものとして行う山梨英和大学の伝統的な行事。
今年で３６回目の開催となります。
　入場無料・申し込み不要。どなたでもご参加いただけます。

クリスマスツリーについて

　ツリーの高さ ： 約１３メートル
　木の種類　：ヒマラヤスギ

大学開学２０周年を記念し、ツリーの電飾を一新させました。
樹木の電飾だけでなく、ツリーの周りにも電飾を施しています。

山梨英和大学クリスマスツリー点火祭

　【お問い合わせ先】
　　山梨英和大学　チャペルセンター
　　TEL  055-223-6020（代）

2023年度　山梨英和大学後援会理事会報告
日　時：2023年5月20日(土)14時から15時まで
場　所：山梨英和大学　103教室
挨　拶：飯島正敏　後援会会長
　　　　朴　憲郁　後援会名誉会長（学長）
議　事：
　　1．2022年度山梨英和大学後援会事業報告について
　　2．2022年度山梨英和大学後援会会計決算について
　　3．2023年度山梨英和大学後援会役員について
　　4．2023年度山梨英和大学後援会事業計画について
　　5．2023年度山梨英和大学後援会会計予算について
　　6．山梨英和大学後援会会則細則の一部改正について

　事務局ならびに後援会長から、配付資料に基づき、１から６まで
の議案について提案説明があり、審議の結果、①２０２２年度山梨
英和大学後援会事業報告、②２０２２年度山梨英和大学後援会会計
決算、③２０２３年度山梨英和大学後援会役員、④２０２３年度山
梨英和大学後援会事業計画、⑤２０２３年度山梨英和大学後援会会
計予算、⑥山梨英和大学後援会会則細則の一部改正についての各議
案を原案のとおり承認した。

 

2023年度後期行事予定

4月4日(火) 山梨英和大学後援会1年生部会開催
 (山梨英和大学入学式後)
 監事及び１年生理事選出
5月20日(土) 山梨英和大学後援会理事会開催
 （総会は中止）
 ２０２２年度事業報告、２０２２年度決算、
 ２０２３年度役員､２０２３年度事業計画及び
 ２０２３年度予算及び後援会細則の一部改正
8月 会報｢かけはし｣第52号発行(印刷費他)

9月9日(土) 保護者懇談会共催（補助活動補給費）
11月4日(土)･5日(日) 第２２回紅楓祭補助（補助活動補給費）
11月～3月 売店（コンビニ）・学食運営費補助(補助活動補給費）
 就職活動諸費協力金支出（厚生就職費）
 大学広報活動費支出（広報補助費）
 山梨英和学院へ寄付(寄付金)
3月15日(金) 卒業記念品(校章入り名刺入れ)贈呈(卒業記念品費)

  9月25日(月) 後期・第３クォーター授業開始

  9月27日(水) 後期始業礼拝

10月18日(水) 半日修養会（１・２限通常授業なし）

10月31日(火) 後期学費・後援会費等納付期限
 （１０月１日から）

11月  4日(土)･5(日) 学園祭（楓風祭）

11月21日(火) クリスマスツリー点火祭

11月22日(水)  第4クォーター授業開始

12月15日(金) 成績発表（第３クォーター科目）
 クリスマス礼拝（１・２限通常授業なし）

12月23日(土)～1月7日(日) 冬季休業

  1月  9日(火)  授業再開

  2月  1日(木)～3月31日(日) 春季休業

  2月21日(水) 成績発表
 （通年・後期・第４クォーター科目）

  3月14日(木) 卒業礼拝

  3月15日(金) 学位記授与式

２０23年度　山梨英和大学後援会事業計画



2022年度 山梨英和大学後援会決算書

2023年度 山梨英和大学後援会会計予算書

（単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

前年度繰越金
前期末未収入金額

前 期 会 費 ＠10,000×600名
＠10,000×587名後 期 会 費

＠10,000×556名
＠10,000×541名
(2023年5月1日現在普通預金金利0.001％）

雑 収 入
合 計

科　　目 本年度予算額 前年度予算額

本年度予算額 前年度予算額

差　　異 摘　　要

　支出の部 （単位：円）

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

会報印刷代

設備補助積立金会計へ繰入
 (前期会費納付者数@2,000×600名)

卒業記念品 (167個）

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×587名）

就職活動諸費協力金

かけはし学生イラスト謝礼（3名）

紅楓祭補助（@1,000×678名）
学食運営費補助、売店（ｺﾝﾋﾞﾆ）運営費補助

紅楓祭（63.8万:@1,000×638名）、
学食運営費補助（50万）
売店（ｺﾝﾋﾞﾆ）運営費補助(50万）、他

大学広報活動補助
弔慰金（学生保護者1名）
仏花（旧山梨英和短期大学後援会長）

会報かけはし郵送代他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨
学金）については、原資が充足さ
れているため当面支援を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費
通 信 費
印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費
厚生就職費
広報補助費
福 利 費
卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

２０２２年度 山梨英和大学設備補助積立金会計決算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 予　　算

予　　算

決　　算 差　　異  摘　　要
前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入） 本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×600名)
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息  
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 決　　算 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）
定期預金設定日：2009年5月21日
定期預金額：8,000,000円
期間等：1年、満期自動継続   

次年度繰越金
合 計

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日

2018年5月21日 2019年5月21日

(預金期間年利率0.2%）

(預金期間年利率0.06%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.002%）

(預金期間年利率0.002%）

(預金期間年利率0.002%）

2023年5月21日（満期日）(※)

※ 預金期間年利率0.002%

※ 預金期間年利率0.002%

2022年5月21日（満期日）（※）

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 決　算予　算 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2023年度 山梨英和大学設備補助積立金会計予算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入）   
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金

次年度繰越金
合 計

収入の部

（単位：円）

前年度繰越金
前期末未収入金額
前 期 会 費
後 期 会 費
雑 収 入
合 計

　支出の部 （単位：円）

科　　目 差　　異 摘　　要

ハガキ用紙、角２封筒代（2,000枚）他

後援会会報印刷代(25万）、資料印刷代他

設備補助積立金会計へ繰入
(前期会費納付者数@2,000×556名)

就職活動諸費協力金
（就職指導・企業訪問・就職強化費）

卒業記念品@2,600（税別）×175個
(前期卒業含む）

大学広報活動補助
会員・学生慶弔費

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×541名）
かけはし学生執筆謝礼他

通知郵送代＠84*556名/返信＠64*556名）
＊2回（総会・保護者懇談会）後援会会報郵送代(＠140*556名)他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費
広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

収入の部

3,927,151
0

5,970,000
5,820,000

23
15,717,174

4,812,428 
0 

5,560,000 
5,410,000 

40 
15,782,468 

3,927,151 
0 

5,970,000 
5,820,000 

23 
15,717,174 

885,277
0

△ 410,000
△ 410,000

17
65,294

14,921,618 
1,194,000 

0 
125 

16,115,743 

0 

0 

16,115,743 
16,115,743 

0

0

16,121,744 
16,121,744 

0

0

△ 6,001
△ 6,001

16,115,743 
8,029,087 
24,144,830 

16,121,744 
8,029,087 
24,150,831 

△ 6,001
0

△ 6,001

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 

8,027,453 8,028,133 680 28,133 
2017年5月21日 2018年5月21日 8,026,773 8,027,453 680 27,453

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日
2017年5月21日 2018年5月21日

2019年5月21日 2020年5月21日

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 
8,027,453 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 
680 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 
27,453 

14,921,618 
1,200,000 

0 
126 

16,121,744 

10,000 
30,000 
100,000 

200,000 
300,000 

0 

1,194,000 

1,582,000 
1,400,000 
1,400,000 
70,000 
484,000 

4,656,000 

10,000 
300,000 
3,981,174 
15,717,174 

0 
0 
0 

79,108 
209,440 

0 

1,200,000 

1,547,324 

1,400,000 
1,400,000 
25,660 
421,223 

4,696,000 

6,000 
0 

4,812,428 
15,797,183 

10,000
30,000
100,000

120,892
90,560

0

△ 6,000

34,676

0
0

44,340
62,777

△ 40,000

4,000
300,000

△ 831,254
△ 80,009

10,000 
30,000 
100,000 

270,000 

300,000 

0 

1,112,000 

1,638,000 

1,200,000 
1,200,000 
70,000 

455,000 

4,328,000 

10,000 
100,000 
4,959,468 
15,782,468 

10,000 
30,000 
100,000 

200,000 

300,000 

0 

1,194,000 

1,582,000 

1,400,000 
1,400,000 
70,000 

484,000 

4,568,000 

10,000 
300,000 
3,981,174 
15,629,174 

0
0
0

70,000

0

0

△ 82,000

56,000

△ 200,000
△ 200,000

0

△ 29,000

△ 240,000

0
△ 200,000
978,294
153,294

3,927,151
0

6,000,000
5,870,000

32
15,797,183

0
0

△ 30,000
△ 50,000

△ 9
△ 80,009

0
△ 6,000

0
△ 1

△ 6,001

本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×556名)

(2023年5月1日現在普通預金金利0.001％）

学生会館（クラブハウス）内設置備品購入の
ための定期積立金（普通預金口座から振替）　　  
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続 

16,121,744 
1,112,000 

0 
136 

17,233,880 

0 

0 

17,233,880 
17,233,880 

0

0

16,115,743 
16,115,743 

0

0

1,118,137
1,118,137

14,921,618 
1,194,000 

0 
125 

16,115,743 

1,200,126
△ 82,000

0
11

1,118,137

8,028,133 8,028,815 682 28,815 
2018年5月21日 2019年5月21日

※ 預金期間年利率0.002%

8,027,453 8,028,133 680 28,133

201
202

9年5月21日 2020年5月21日 8,028,133 8,028,815 682 28,815 
0年5月21日 2021年5月21日 8,028,815 8,028,951 136 28,951

2021年5月21日 2022年5月21日 8,028,951 8,029,087 136 29,087
2022年5月21日 2023年5月21日 8,029,087 8,029,223 136 29,223

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 本年度予算額 前年度予算額 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2023年5月21日（満期日）見込額（※）
17,233,880 
8,029,223 
25,263,103 

16,115,743 
8,029,087 
24,144,830 

1,118,137
136

1,118,273
※ 預金期間年利率0.002%

0年5月21日 2021年5月21日 8,028,815 8,028,951 136 28,951 

2023年5月21日（満期日）見込額（※）

202
1年5月21日 2022年5月21日 8,028,951 8,029,087 136 29,087202
2年5月21日 2023年5月21日 8,029,087 8,029,223 136 29,223202
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画 ： 井上 優来さん（３年）

画 ： 石川 璃乃さん（４年）画 ： 萩原 みのりさん（３年）

画 ： 山本 和さん（３年）


